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第２章 三好町の食をめぐる現状と課題 

１ 基礎統計 

（１）人口構成 

本町の人口は、平成20年４月１日現在、57,004人で男性が29,615人、女

性が27,389人となり、その年齢階層別の構成は次のとおりです。特に25歳か

ら44歳までの人口が多いことが分かります。 

 

図表2.1 年齢階層別人口構成 
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21,881 22,643 23,563 24,524 25,406 25,841 26,199 26,743 27,389

23,386 24,115 25,029 26,005 26,892 27,499 28,019 28,894 29,615

45,267 46,758
48,592 50,529

52,298 53,340 54,218 55,637 57,004

0

20,000

40,000

60,000

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

（人）

女性 男性

（２）人口の推移 

本町の人口は、平成12年の45,267人から年々増加しています。 

平成15年には50,000人を超え、平成20年には57,004人となっています。 

 

図表2.2 三好町の人口推移（各年４月１日現在） 
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11,883 12,185 12,489 12,330 12,177

6,021 6,101 6,180 6,498 6,817

20,387 20,782 21,173 20,900 20,625

13,347 13,642 13,939 14,387 14,841

7,074 7,500 7,929 8,383 8,839
58,712 60,210 61,710 62,498 63,299

0

20,000

40,000

60,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

65歳以上

45～64歳

25～44歳

15～24歳

０～14歳

6,130 6,278 6,427 6,331 6,238

3,199 3,244 3,289 3,466 3,646

10,850 11,090 11,330 11,215 11,100

6,974 7,167 7,360 7,648 7,937

3,350 3,549 3,751 3,940 4,128
30,503 31,328 32,157 32,600 33,049

0

20,000

40,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

65歳以上

45～64歳

25～44歳

15～24歳

０～14歳

5,753 5,907 6,062 5,999 5,939

2,822 2,857 2,891 3,032 3,171

9,537 9,692 9,843 9,685 9,525

6,373 6,475 6,579 6,739 6,904

3,724 3,951 4,178 4,443 4,711
28,209 28,882 29,553 29,898 30,250

0

20,000

40,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

65歳以上

45～64歳

25～44歳

15～24歳

０～14歳

２ 将来推計人口 

（１）人口の推移と推計 

推計では、全体的に増加傾向にあります。平成25年では、平成21年より4,587

人の増加が予測されます。 

 

図表2.3 平成21年～25年の推計人口（全体） 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

図表2.4 平成21年～25年の推計人口（男性） 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

図表2.5 平成21年～25年の推計人口（女性） 
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３ アンケート調査の実施 

本町では、食を通して健康な体と豊かな心をはぐくむ食育推進計画の策定にあた

り、より実効性のある計画づくりの参考資料とするため、町民の皆さまに、アンケ

ート調査を実施しました。 

（１）アンケート調査実施期間 

平成20年６月 

 

（２）アンケート調査の対象者 

■ 15歳以上町民：2,500人 

■ 保育所児（年中児）・幼稚園児（年中児）・小学２年生の保護者：1,681人 

■ 小学５年生・中学２年生：1,399人 

 

（３）アンケート調査結果内容 

図表2.6 各調査の回収状況 

調査対象者 （表中表記） 配布数 回収数 回収率 

15歳以上町民 15歳以上 2,500人 1,226人 49.0％ 

保育所児・幼稚園児、小学２
年生の保護者 

年中・小２の
保護者 

1,681人 1,567人 93.2％ 

小学５年生・中学２年生 小５・中２ 1,399人 1,348人 96.4％ 

※アンケート結果の詳細については、資料編に掲載しています。 
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４ 食育に関する現状と課題 

（１）食をめぐる国の現状 

我が国では、社会経済情勢がめまぐるしく変化する中、食をめぐる次のような

問題が生じています。 

・栄養の偏りや不規則な食習慣からくる肥満や生活習慣病 

・食品業界等における食品表示違反や食品偽装など食の安全・安心の問題 

・社会や家庭環境の変化による一家団らんでの食事の減少、孤食や個食の増加 

・飽食ともいわれる中で、食べ残しや消費期限切れなどによる食品の廃棄 

・海外の食文化の流入や、外食の増加による日本型食生活の崩壊と伝統料理の消

失 

・食料輸入の増加に伴う食料自給率の低下 

・食を大切にする心の欠如 

 

（２）アンケート結果等から見える三好町の食の現状 

■食生活に関すること 

毎日の家庭での食卓は、生きていく上で重要な食事の場です。また、家族の

きずなを深める団らんの場であり、子どもたちにとっては基礎的な食習慣を身

につけ、食の大切さを実感する学びの場でもあります。しかし、朝食を食べな

かったり、ひとりでさみしく食事をしたり、「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつができない人もみられるなど現状の食生活や食習慣が乱れてきて

います。日常の食生活を見直し、正しい食習慣を身に付ける必要があります。 
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① 若者の朝食の欠食率が高い 

○朝食を欠食する（ほとんど食べない・週に２～３日食べる）町民は、全

体で8.3％ですが、20歳代男性では27.1％、20歳代女性では16.7％の

人が欠食していました。また、小学５年生、中学２年生全体では4.9％

の人が欠食していましたが、小学５年生で2.8％、中学２年生で7.3％あ

り、年代を増す毎に欠食者が増加しています。 

 

図表2.7 朝食について 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89.3 3.2

2.8 4.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

中２
件数=617人

ほとんど毎日食べる １週間に４～５日くらいは
食べる

１週間に２～３日くらいは
食べる

ほとんど食べない

無回答

88.6 2.9

3.2

5.1 0.2

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

95.1

1.9 1.6 1.2

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

小５
件数=731人
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② 朝食の孤食の現状  

○朝食をひとりで食べる小学５年生・中学２年生は、４人に１人（25.9％）

の割合です。小学５年生では12.2％ですが、中学２年生では、42.1％

となっています。 

 

図表2.8 朝食を家族と一緒に食べること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 若者の家庭料理の食事の減少 

○自分や家族の作ったものを食べている町民は「ほとんど毎日」が86.6％

ですが、20歳代は67.5％とやや低くなっています。 

 

図表2.9 自分や家族の作った食事について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1 9.6 25.957.0 0.4

0% 25% 50% 75% 100%

小５・中２
件数=1,348人

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらい
食べている

１週間に２～３日くらい
食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

7.886.6

3.4 1.4

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日程度
食べている

１週間に２～３日程度
食べている

ほとんど食べていない

無回答
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④ 食事時のあいさつの減少 

○「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつは小学５年生・中学２年生

では「いつもしている」が59.4％、「忘れるときがある」が29.9％、年

中児・小学２年生では「いつもしている」が52.7％、「忘れるときがあ

る」が43.3％と９割前後の子どもが概ねあいさつをしています。 

しかし、「していない」と回答した小学５年生の6.3％に対し、中学２年

生では13.9％あり、学年が進むにつれ、あいさつをしない傾向にありま

す。 

 

図表2.10 食事の挨拶について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.7

29.9

43.3

9.859.4

3.6

0.4

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

小５・中２
件数=1,348人

年中・小２
の保護者

件数=1,567人

いつもしている 忘れるときがある していない 無回答
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■食事のバランスに関すること 

人の細胞は毎日新しいものに入れ替わってお

り、毎日の食は命の源であり、栄養バランスは

健康な体づくりの目安です。「主食・主菜・副菜」

のバランスのとれた食事のかたちを整えて習慣

化することが必要です。 

 

① 食事のバランスや栄養表示に対する関心が低い 

○食事バランスガイドをよく知っている町民の割合は34.2％となってい

ます。 

 

図表2.11 コマ型の食事バランスガイドの周知状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○栄養バランスを考えた食事を常にしている町民は約４割（39.5％）で、

特に10歳～20歳代の男性は20％以下という低い状況でした。 

 

図表2.12 栄養のバランスを考えた食事について 

  

 

 

 

 

 

29.7 33.834.2 2.3

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

見たこともあるし何の
ことかもよく知っている

見たことはあるが何かは
よくわからない

今まで見たことが
なかった

無回答

48.1 11.339.5 1.1

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつも考えて食べている ときどき考えて食べている

まったく考えていない 無回答
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■健康づくりに関すること 

肥満を予防することは生活習慣病の予防につながり、健康寿命をのばすカギ

となるため、各世代ともに重要です。自分の適正体重を維持する食事量を理解

し実践することや、食事を楽しみよくかんで食べることなどが必要です。 

 

① 成人男性の肥満者の割合が高い 

○肥満と判定される町民の割合は13.6％で、20～60歳代男性では

23.3％です。男性は20歳代から肥満者が増加し、20歳代20.9％、30

歳代22.7％、40歳代26.9％、50歳代23.5％、60歳代21.1％となり

40歳代が最高でした。 

女性は、60歳代で23.5％と急激に増加しているのが目立ちます。 

 

図表2.13 ＢＭＩ（肥満判定） 

  

 

 

 

 

 

 

図表2.14 肥満判定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.0 5.811.5 13.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,146人

やせ（18.5未満） 標準（18.5以上25未満）

肥満（25以上） 無回答

6.790.5 2.7

0% 25% 50% 75% 100%

小５・中２
件数=983人

肥満度20％未満 肥満度20％以上 無回答
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② メタボリックシンドロームの認知度 

○メタボリックシンドロームを知っている町民は81.2％という状況です。

 

図表2.15 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）という言葉の認知度 

  

 

 

 

 

 

 

 

③ 自分にあった食事量を理解し実践する人の割合が低い 

○自分の適正体重を維持する食事量を理解し実践している町民は18.9％

と低い状況です。 

 

図表2.16 適正体重を維持するための食事量の認知 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.581.2

2.4

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、
意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答

45.3 6.818.9 27.0 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=847人

知っていて実践している 知っているがなかなか
実践できない

知らないができれば
知りたい

知らないし関心がない

無回答
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④ 食事をよくかまない人の割合が高い 

○よくかんで食事をする町民は38.7％であり、小・中学生でも50％以下

と低い状況でした。 

 

図表2.17 食事をよくかんでいる人の割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.6

57.4

51.1 7.7

38.7

2.0

2.0

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

小５・中２
件数=1,348人

いつもよくかんでいる あまりよくかんでいない

ほとんどかんでいない 無回答
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■地産地消に関すること 

地産地消とは「地域で生産された農畜産物や水産物を地元で消費すること」

です。地域で生産される農畜産物は、消費者にとって生産者の顔が見えるため、

安心につながり、生産者は、消費者を意識することで安全な農畜産物の生産に

努めます。こうしたことからお互いの信頼関係が構築され、食に対する不安を

解消してくれます。また、地元でとれたものを地元で消費することは、包装の

簡素化などによるゴミの減量や流通コストの削減など、環境面にもやさしい大

切な取り組みです。地域の農畜産物と暮らしのつながりを考え、地産地消をは

ぐくみ、農業を守っていく必要があります。 

 

① 地元の食材を意識して購入する人が少ない 

○地元食材をいつも購入するよう努めている町民は13.1％にとどまり

ました。 

 

図表2.18 地産地消に努めることについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.4 31.213.1 16.2 1.0

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつも購入するように
している

ときどき購入するよう
にしている

購入していない わからない
（自分で購入しない）

無回答
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② 地元産の食品のＰＲが必要 

○購入していない人の理由として「地元で作られたかどうかが店で分から

ないから」「いつも買い物をする店では地元で作られた食品を売っていな

いから」と答えた町民が多くあり、ＰＲが必要です。 

 

図表2.19 地元産の食品を購入しない理由（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校給食での地元食材の使用状況 

○学校給食における地元食材（愛知県産品目）の使用割合は33.0％で、三

好産は、お米をはじめ、白菜、大根、柿、梨、ぶどう等を使用し、地産

地消を進めています。 

 

34.2

4.5

24.1

8.0

2.5

10.6

29.6

0.5

39.2

(9人)

(16人)

(5人)

(21人)

(59人)

(1人)

(48人)

(78人)

(68人)

0% 25% 50% 75% 100%

地元で作られたかどうかが

店で分からないから

いつも買い物をする店では

地元で作られた食品を

売っていないから

買い物を人に頼んでいるの

で産地までは選べないから

つい忘れてしまって金額や

量で選んでしまうから

忙しくて選んでいる

時間がないから

他の産地で作られた食品

のほうを食べたいから

その他

特に理由はない

無回答

15歳以上
件数=199人
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■体験学習に関すること 

食育の基本は自らがすすんで参加し、体験することで楽しく学んでいくこと

です。体験学習の中でこそ学べる知恵や活動があります。地域特有の食事のか

たち、地域だからこそできる様々な人々との交流・体験学習を広げ、食の理解

を深める必要があります。 

 

① 若い世代の農作物の栽培経験者が少ない 

○農作物の栽培体験をしたことのある町民は15歳以上で45.8％、小学５

年生・中学２年生で58.4％、年中児・小学２年生で63.4％ありますが、

30歳代が39.8％とやや低い状況でした。 

また、町民の体験場所は家庭菜園が71.7％でした。 

 

図表2.20 農作物の栽培体験の有無 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図表2.21 農作物の栽培体験をした場所 

  

 

 

58.4

24.6

40.1

45.8

1.6

29.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,203人

小５・中２
件数=1,348人

ある ない 無回答

33.463.4

2.5

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

年中・小２
の保護者

件数=1,567人

ある ない したことがあるか
どうかわからない

無回答

20.571.7 3.4

3.8

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=551人

家庭菜園 市民農園 農業体験教室 その他 無回答
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② 若い世代は農作物の栽培体験を望んでいる 

○今後体験したいと思っている町民は全体で28.0％ですが、20歳代で

41.4％、30歳代で38.1％と若年層に多くみられました。 

 

図表2.22 農作業の体験についての意向 

  

 

 

 

 

③ 料理教室への参加経験者が少ない 

○料理教室に参加したことのある町民は23.2％で、20歳代は11.4％と特

に少ない状況です。 

 

図表2.23 料理教室に参加の有無 

  

 

 

 

 

④ 若い世代は料理教室への参加を望んでいる 

○今後、料理教室に参加したいと思う町民は全体で27.6％あり、20歳代

全体の44.6％のうち61.8％が女性、30歳代全体の33.1％のうち

52.3％が女性と、若年女性に参加希望者が多くみられました。 

 

図表2.24 料理教室への参加の意向 

  

 

 

37.528.0 32.4 2.0

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=296人

体験したい 体験したいと思わない わからない 無回答

76.823.2 0.1

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

ある ない 無回答

40.627.6 29.9 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=941人

参加したい 参加したいと思わない わからない 無回答
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■食の安全に関すること 

食品業界等における食品表示違反や食品偽装など食の安全・安心が問題とな

っています。食品表示などに関心を持ち、食品に関する知識や判断力を身に付

ける必要があります。 

 

① 食品購入時に食品表示を確認する人の割合がやや低い 

○食品を購入するときにいつも食品表示を確認している町民は、54.8％で

す。年代や性別の特徴としては、40歳～60歳代女性では80％前後であ

るのに対し、30歳～40歳代男性は40％前後と低い状況でした。 

 

図表2.25 食品購入時の食品表示の確認について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.7 14.154.8 4.8 0.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない
（自分で購入しない）

無回答
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■環境面に関すること 

飽食ともいわれる中で、食べ残しや消費・賞味期限切れなどによる食品の廃

棄が問題になっています。自分の食事の適量を知り、食材を有効に使った無駄

や廃棄の少ない食事づくりを心がけ、ごみの減量と同時に“もったいない”と

いう食材を大切にする意識の向上を図る必要があります。 

 

① 食べ残しや廃棄が多い 

○食事を作るときに無駄や廃棄の少ない食事づくりに心がけている町民は

33.7％です。年代別では、20歳代の女性は30％台、30歳～50歳代女

性は40％台、60歳～70歳代女性は50％台と年代が高くなるほど心が

けていますが、若年者ほど意識が低い状況です。 

 

図表2.26 無駄や廃棄の少ない食事づくりについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1 29.233.7 7.5 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない
（自分では作らない）

無回答
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■食育への関心に関すること 

この地域で「何のために」食育をすすめるかというねらいを、みんなで共有

し、学び、実践するとともに「支えたい」「伝えたい」「広めたい」という強い

思いをもって関わる人たちの力を集め、食の大切さを広めることが必要です。 

 

① 男性の食育の関心が低い 

○食育に関心がある・どちらかといえば関心がある町民は66.5％ですが、

女性の平均が76.4％であるのに対し、男性の平均が55.1％と関心が低

くなっています。 

 

図表2.27 食育への関心について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.1 8.628.4 23.2 1.8

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

関心がある どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

関心がない 無回答
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② 食育ボランティアへの関心 

○食育推進のためのボランティア活動に参加してみたい町民は、全体で

11.7％にとどまりましたが、50歳～60歳代女性では約２割が参加した

いと思っています 

また、参加してみたい食育推進ボランティア活動では、 

①子どもに料理を教える   37.1％ 

②高齢者への食の支援活動  37.1％ 

③伝統料理を伝える     31.5％ 

④農業体験を教える     23.8％ 

であり、積極的に関わりたいと思っている人々がいます。 

 

図表2.28 食育推進ボランティア活動への参加意向 

  

 

 

 

 

 

 

図表2.29 参加してみたい食育推進ボランティア活動（複数回答） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8

31.5

37.1

7.0

1.4

37.1

(45人)

(10人)

(2人)

(53人)

(53人)

(34人)

0% 25% 50% 75% 100%

子どもに料理を教える

農業体験を教える

伝統料理を伝える

高齢者への食の支援活動

その他

無回答

15歳以上
件数=143人

36.4 51.511.7 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

参加してみたい 参加したくない わからない 無回答
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５ 食育に対する町民の意見 

平成20年度に実施した「食育に関するアンケート調査」では、次のような意見が

寄せられました。 
 

性 別 意 見 

女性 

プランターで子供（小学生・幼児）とできる野菜作りの講座（育て方）があると食物の育ってい

く過程がみられて良いと思います。あと、もっと近場の野菜や新鮮なお肉が買える所を作ってほ

しいです。 

女性 

学校に栄養教諭を配置し、食と栄養、健康について学ぶ時間を設け、調理実習を増やし、自分で

管理できる力をつけさせるような教育をすると良いと思う。広報に食育に関するコーナーを作る

と良いと思う。 

女性 

地元野菜の直売機会をふやしてアピールしていくと良いと思います。生ゴミの回収をし、それを、

肥料配布で市民に還元していくなどのリサイクルや、その肥料で作った野菜を安く販売していく

と同時に、地元レシピの紹介を広報以外でもスーパーなどを通してやっていくと良いのではない

でしょうか。 

女性 

食事は生きていく上でとても大切なことで、学校で勉強するのも大事ですが、やはり家庭で親が

子へ教えるのが一番だと思う。だから、食育のことをよくわからない大人だけの講座を開いたり

するのもいいと思う。 

女性 

農薬を使用していない野菜を育てるのを子供たちにも体験させるために家庭菜園の教室などを

開けばいいと思います。小さいうちから自分で育てた野菜を食べて、野菜に慣らしておくことは

食育推進での最低限の計画だと思われます。 

女性 

先日、保育園で開催された食育に関する講演会に行きました。大変ためになり、自宅でも取り組

んでいます。３歳の子どもと一緒に料理したり、ウンチをチェックしたり楽しそうにやっていま

す。保育園や幼稚園、小学校、中学校でも月１回ぐらい取り組んで頂きたいです。小さいうちか

ら食に関心を持つと、自分の体に合わせて食することができる人になると思います。（良い物を

見分ける力も付ければ良いと思います）また、親子が参加できるイベントを町が主催して頂いた

ら、ぜひ参加したいと思います。食品会社を園や学校にまねいて、食育講座を行っているのをＴ

Ｖで見た事があります。ぜひやって頂きたいです。地域ぐるみの活動も幅広く楽しみたいです。

私もまだまだ知らない事が多いので、食品に関する事を学べる機会があればうれしいです。（託

児付で） 

女性 

小学生・中学生くらいのお子さんがみえる親を対象とした食育教室、料理教室があるといいと思

う。親自身が知らないと、作る事も子供に教える事もできないと思います。まずは、家庭から何

か教えられたらと思う。 

女性 

食育と聞くと難しい事のように感じていましたが、幼稚園での無料の講演会に参加してみたら意

外に身近な事から始められると知り、気が楽になりました。三好町でも成長期の子供や大人が簡

単でおいしいメニューで安く料理教室を実施していただけたら嬉しいです。 
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性 別 意 見 

女性 

農業体験教室を実施してほしいと思います。（お米作り、野菜作りなど）地元での農作物の販売

する機会を増やしてほしいです。さんさんの郷で行われる催しを季節ごとにやるなど、地元の農

作物を知りたいです。子供達も知らないようです。（３年前に転入の為） 

男性 

悠学カレッジ風に、時間曜日何コースか、食育の理論とその実践についてゆっくり、ゆったりし

た講座の開設を希望します。特に仕事を持っている者、高齢者向けに是非、健康と医療費低減化

の為にも。 

女性 

なるべく安全、安心な食材を使うよう、心掛けています。無農薬や低農薬は高価だったり、手に

入りにくいのが現状です。無農薬や低農薬で育てている農家に町が助成することで、もっと安く

て安全なお野菜が増えることを望みます。 

女性 

おばあちゃんの畑で収穫を手伝った野菜、また、おばあちゃんから宅配便で届いた野菜だときら

いな物でもよく食べたり、又、作るのを手伝った料理だとよく食べます。食べる事そのものに合

わせて、材料がどのようにして家まで来て、どの様にしてテーブルにのぼるかにも興味を持てる

様にすると、自然に食欲もわくのかもしれません。 

女性 

わが家では、夕食時に「まごはやさしい」豆類、ゴマ、ワカメ・海藻、やさい、魚、シイタケ・

キノコ類、イモ類をチェックしながらご飯を食べます。ご飯を作る時に、なるべくこれらが入る

ようにし、子供と「今日はちゃんとあるかなあ～」などと言いながら食べると、自然に子供達も、

何が何類になるかがわかるようになり、夕食に足りなくても「今日給食でちゃんと食べたよ」な

どと話してくれます。 

女性 

日本の食糧自給率の低下は、食卓を反映しているように思います。コンビニ、スーパー、外食が

増え、食が乱れている子供達の親には“食育”という言葉にすら無関心のように思います。手軽

なおにぎりですら、コンビニなどで買えてしまうのですから。セミナーなどより、簡単なお焼き

や御飯料理のレシピの配布、提案、親子参加でなく子供のみの調理実習や学校での調理実習内容

の変更、検討など子供から親に働きかけるくらいしか方法がないかもしれません。 

男性 

食事のバランスばかり気にしすぎて楽しい食事を、食卓を忘れさせてしまう給食は、体に良くな

い様な気がします。体のために無理矢理食事をさせる様な事は食育に反していると思いますの

で、まずは楽しい食事が、食卓が望ましいと思います。子供達は自分で育てた野菜などはとても

楽しみにしてお料理をします。幼稚園で育てたトマトやさつま芋などを使って調理した物を食べ

た時は、家でも色々と会話が弾んで、子供の口から感想が聞けて、子供も親も嬉しいです。子供

達が育てた食べ物を調理すると、食べ物を大切に食べると思うので、良いと思います。 

女性 

時々、幼稚園から野菜などを収穫して持ち帰ります。その野菜が調理されて食卓に並ぶととても

喜びます。このような機会が増えると、食べ物や自分の健康にも関心が持てるようになり、家庭

での会話も増えると思います。園児では難しいかもしれませんが、田植えなどの経験もよいかも

しれませんね。我が家では、今年初めて子供達と田植え体験をしました。（我が家の田んぼにて）

泥に素足を入れたときは恐がっていましたが、とてもよい経験になりました。 

 

 




